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バックアップとリカバリのワークフロー

Snap Creator の GUI を使用して、バックアップおよびリカバリのプロセスをガイドライ
ンとしてワークフローを使用できます。

これらのタスクを実行するには、 Snap Creator が実行され、 Snap Creator の GUI が開いている必要があり
ます。サポートされていない場合は、 Web ブラウザに Snap Creator サーバの URL を入力します（"<a

href="https://IP_address:gui_port"" class="bare">https://IP_address:gui_port"</a> デフォルトのポートは 8443

）です。次に、 Snap Creator の GUI クレデンシャルを使用してログインします。

次の図は、プラグインを使用してシステムのバックアップとリカバリを実行する場合の全タスクを示していま
す。

ワークフローに記載されているタスクは、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）からも実
行できます。CLI の詳細については、 CLI コマンドラインの関連資料を参照してください。
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• 関連情報 *

Snap Creator コマンドラインインターフェイスの使用に関するガイドライン

プロファイルの作成

Snap Creator の GUI を使用して、構成ファイルを整理するためのプロファイルを作成で
きます。

Snap Creator の GUI を初めて開いたときに、新しいプロファイルを作成するように求める New Profile ダイ
アログボックスが自動的に表示されます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* プロファイルと構成 * （ * Profiles and Configurations * ） ] ペインで、 [ プロファイルの追加 * （ * Add

Profile * ） ] をクリック

[ 新規プロファイル（ New Profile ） ] ダイアログボックスが表示されます。

3. 新しいプロファイルの名前を入力し、 * OK * をクリックします。

新しいプロファイルが [ プロファイルおよび構成 s] ペインに表示され、構成ウィザードが右側のペインに
表示されます。

グローバル構成ファイルを作成しています

グローバル構成ファイルを作成して、ストレージコントローラ、 Storage Virtual

Machine （ SVM ）、または VMware クレデンシャルの設定をバックアップポリシーと
分離できます。

グローバル構成ファイルを使用すると、アクセスを制御し、バックアップおよびリストア処理を実行できま
す。

次の 2 種類のグローバル構成ファイルを作成できます。

• * スーパーグローバル *

この設定では、すべてのプロファイルのすべての設定が環境されます。

• * プロファイルグローバル *

この構成では、プロファイル内に作成されたすべての構成が環境されます。

a. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Global Configurations * を選択しま
す。

b. グローバル構成ペインで、 * グローバル作成 * をクリックします。

右側のペインにグローバル構成の設定ウィザードが開きます。

c. 設定ウィザードに入力して構成ファイルを作成します。
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i. [Configuration] ページで、グローバルコンフィギュレーションタイプ（ [Super Global] または
[Profile Global] ）を選択します。

構成ファイルの名前は、デフォルトでグローバルに設定されています。この名前は変更できませ
ん。

グローバル構成タイプとして Profile Global を選択した場合は、プロファイルを選択します。

デフォルトでは、構成ファイルにパスワードがクリアテキストで表示されないように、
パスワード暗号化が有効になっています。

i. [ プラグインの種類 ] ページで、プラグインの種類を選択します。

ウィザードで表示されるページは、選択したオプションによって異なります。

プラグインタイプオプション 次のページ 次のページ

仮想化プラグイン • 仮想化プラグイン * 設定する
プラグインを選択します。

• 認証情報 * 選択したプラグイ
ン・オプションの認証情報を
入力します。

なし • ストレージ接続設定 *

+ プラグインクレデンシャルの詳細については、プラグインのドキュメントを参照してください。

i. Storage Connection Settings ページで、転送タイプ（ HTTP または HTTPS ）を選択します。

選択した転送タイプの標準ポートが表示されます。ストレージシステムで非標準ポートが使用されて
いる場合は、ポートのフィールドにポート情報を入力します。

ii. コントローラ / SVM のクレデンシャルページで、この構成ファイルにボリュームが含まれている各ス
トレージコントローラまたは SVM の IP アドレスとログインクレデンシャルを入力します。

構成には、少なくとも 1 台のストレージコントローラまたは SVM を追加する必要があ
ります。vsimトンネリング機能を使用するには、[IP Tunneling *]チェックボックスをオ
ンにします（クラスタのみ）。

iii. コントローラのクレデンシャルページで、コントローラが正しい情報を表示していることを確認しま
す。

変更が必要な場合は、コントローラを選択し、 * Edit * をクリックします。

iv. DFM / OnCommand の設定ページで、 Snap Creator 構成と NetApp OnCommand 管理ツールを統合
する場合は、を選択して詳細を指定します。

v. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

構成ファイルを作成しています

設定ウィザードを使用して構成ファイルを作成できます。
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1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [ プロファイルと構成 ] ペインで、新しい構成ファイルを配置するプロファイルを右クリックし、 [ 新しい
構成 *] を選択します。

右側のペインに設定ウィザードが開きます。

.

+ .. Configuration ページで、構成ファイルの名前を入力します。

+

デフォルトでは、構成ファイルにパスワードがクリアテキストで表示されないように、パスワ
ード暗号化が有効になっています。

a. [ プラグインの種類 ] ページで、プラグインの種類を選択します。

設定ウィザードで表示されるページは、選択したオプションによって異なります。

プラグインタイプオプション 次のページ 次のページ

アプリケーションプラグイン • アプリケーションプラグイン
* 設定するプラグインを選択
します。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

仮想化プラグイン • 仮想化プラグイン * 設定する
プラグインを選択します。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

コミュニティプラグイン • コミュニティプラグイン * 設
定するプラグインを選択しま
す。

• プラグインパラメータ * は、
選択したプラグイン・オプシ
ョンに関連する設定の詳細を
提供します。

なし（プラグインを使用していな
い場合）

• エージェント設定 *

プラグインパラメータおよび設定の詳細については、プラグインのドキュメントを参照してください。

b. Agent Configuration ページで、 Snap Creator エージェントの設定情報を入力します。

c. Storage Connection Settings ページで、転送タイプ（ HTTP または HTTPS ）を選択します。

選択した転送タイプの標準ポートが表示されます。ストレージシステムで非標準ポートが使用されている
場合は、ポートのフィールドにポート情報を入力します。

d. コントローラ / SVM のクレデンシャルページで、この構成ファイルにボリュームが含まれている各ストレ
ージコントローラの IP アドレスとログインクレデンシャルを入力します。
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構成には、少なくとも 1 台のストレージコントローラまたは SVM を追加する必要がありま
す。

e. Controller/Vserver Volumes （コントローラ / Vserver ボリューム）ペインで、含める各ボリュームを選択
し、右ペインにドラッグするか右矢印をクリックしてボリュームを右ペインに移動し、 * Save （保存） *

をクリックします。

SnapMirror または SnapVault デスティネーションに Snapshot コピーをレプリケートする
場合は、この手順で入力する SVM の名前が SnapMirror 関係または SnapVault 関係を作成
したときに使用した SVM の名前とまったく同じである必要があります。関係の作成時に完
全修飾ドメイン名を指定した場合は、この手順で、指定した情報を使用して Snap Creator

が SVM を検出できるかどうかに関係なく、完全修飾ドメイン名を指定する必要がありま
す。名前（大文字または小文字）に使用するケースは重要です。

プライマリストレージシステム上の SVM の名前を確認するには、 snapmirror show コマンドを使用しま
す。

snapmirror show -destination-path destination_SVM:destination_volume

destination_svm_name はデスティネーションシステム上の SVM の名前で、 destination_volume はボリ
ュームです。

f. コントローラのクレデンシャルページで、コントローラが正しい情報を表示していることを確認します。

変更が必要な場合は、コントローラを選択し、 * Edit * をクリックします。

g. Snapshot の詳細ページで、 Snapshot コピーの詳細を指定します。

フィールド 説明

Snapshot コピー名 Snapshot コピー名を指定できます。通常、
Snapshot コピーには構成ファイルと同じ名前を付
けますが、 Snapshot コピー名にはバックアップ中
のデータが含まれる場合があります。

+ 注： Snapshot コピー名には特殊文字は使用しな
いでください。

Snapshot コピーラベル Snapshot コピーラベルを指定できます。このオプ
ションは、 clustered Data ONTAP 8.2 以降で有効
です。clustered Data ONTAP 8.2 より前の Data

ONTAP リリースでは、このフィールドに機能は表
示されません。
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フィールド 説明

ポリシータイプ ポリシータイプを選択できます。次の 2 つのオプシ
ョンがあります。

• Policy ：このオプションは、 Snapshot コピー
ポリシー領域に表示される組み込みのポリシー
の 1 つを有効にして、保持期間（保持するバッ
クアップの数）を指定します。

• ポリシーオブジェクトを使用：ポリシーオブジ
ェクトがすでに作成されている場合は、このオ
プションを選択する必要があります。

Snapshot コピーポリシー 有効にするポリシーを選択できます

Snapshot コピーの削除を防止 Snapshot コピーの削除を禁止するかどうかを指定
できます

ポリシー保持期間 ポリシーの保持期間を指定できます

命名規則 バックアップの命名規則（ Recent または
Timestamp ）を指定できます。SAP HANA 、 Vibe

、 Domino などのプラグインでは、「 Recent 」は
サポートされていません。

[+]

h. スナップショットの詳細（続き）ページで、ご使用の環境に適用可能なその他の設定を行います。

i. データ保護ページで、 SnapMirror 処理または SnapVault 処理との統合が必要かどうかを選択します。

SnapMirror または SnapVault テクノロジを選択した場合は、追加情報が必要です。SnapMirror および
SnapVault テクノロジの場合は、 IP アドレスではなく、ストレージシステム名を指定する必要がありま
す。

j. DFM / OnCommand の設定ページで、 Snap Creator 構成と NetApp OnCommand 管理ツールを統合する
場合は、を選択して詳細を指定します。

k. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

バックアップを作成しています

Snap Creator の GUI を使用してバックアップを作成できます。

次のいずれかの条件を満たす必要があります。

• バックアップポリシーは構成ファイルに定義する必要があります。または、

• ポリシーオブジェクトが設定され、プロファイルに割り当てられている必要があります。
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ポリシーオブジェクトが定義されている場合、そのポリシーオブジェクトは構成ファイル
内のエントリを上書きします。

a. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

b. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

c. [ * アクション * > * バックアップ * ] を選択します。

d. [ 追加パラメータ ] ダイアログボックスで、ポリシーを選択し、 [OK] をクリックしてバックアップを
開始します。

ユーザが作成したポリシーが設定に割り当てられていない場合、「 * Policy * 」ドロッ
プダウンリストで選択できる項目は「 hourly 」、「 daily 」、「 weekly 」、および「
monthly 」です。ユーザが作成した 1 つ以上のポリシーが設定に割り当てられている場
合は、代わりに「 * Policy * 」ドロップダウンリストに表示されます。
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e. バックアップ・ジョブに関する情報が * Console * ペインに表示されていることを確認します。
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この例の出力は、 Snap Creator の処理が正常に完了したことを示しています。

[*Console] ペインには、最も関連性の高い情報のみが表示されます。これは詳細モードで
す。実行したジョブの詳細情報を表示するには、ページの上部にある * Reports * > * Logs *

を選択します。ログビューから、プロファイル、構成ファイル、ログタイプ、および特定
のログを選択できます。

ジョブの監視

Snap Creator の GUI を使用して、 Snap Creator によって実行されているジョブのステ
ータスを監視できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Job Monitor * を選択します。

実行中のジョブのリストが表示されます。

2. 実行中のジョブを停止するには、ジョブを選択し、 * キャンセル * をクリックします。

ログの監視

Snap Creator の GUI を使用して、すべてのプロファイルおよび構成のログを表示できま
す。

アウトログ、デバッグログ、エラーログ、 stderr ログを表示すると、トラブルシューティング処理に役立ち
ます。これらのトラブルシューティングログの詳細については、関連資料を参照してください。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから * Reports * > * Logs * を選択します。

2. 必要に応じて、プロファイル、構成ファイル、ログタイプ、または特定のログに基づいてログを選択しま
す。
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選択したログは、 [ 選択したログをダウンロード ] をクリックしてダウンロードすることもできます。
ダウンロードされたログファイルは、ダウンロード用にブラウザで指定されたディレクトリ（またはフォ
ルダ）に格納されます。

アウトログ、デバッグログ、 stderr ログ、エージェントログは、構成ファイルに定義され
た LOG_NUM の値に基づいて保持されますが、エラーログは常に記録されます。

◦ 関連情報 *

エラー・メッセージの種類およびトラブルシューティング・ログです

スケジュール済みジョブを作成しています

（構成ファイル内にある）ローカル保持ポリシーを使用している場合は、 Snap Creator

のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）スケジューラを使用してスケジュール
を作成し、タスクを実行できます。Snap Creator サーバに含まれるスケジューラは、バ
ックアップ（ Snapshot コピー）、 LUN クローン、ボリュームクローン、アプリケーシ
ョンで定義されたクローン、 Open Systems SnapVault （ OSSV ）転送、アーカイブジ
ョブ、カスタムアクションをスケジュールできます。

ローカルの保持ポリシーではなくポリシーオブジェクトを使用する場合は、この手順をスキップし、代わりに
ポリシースケジュールを作成してください。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Schedules * を選択し、 * Create * をクリ
ックします。

2. [ ジョブの新規作成 ] ウィンドウで、ジョブの詳細を入力します。
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フィールド 説明

ジョブ名 スケジュール済みジョブの名前を指定します。

開始日 今日の日付または将来の日付を選択します。

アクティブ ジョブがスケジュールどおりに実行されることを示
すには、 [ アクティブ ] に設定します。デフォルト
設定は Active です。

プロファイル（ Profile ） このジョブに関連付けるプロファイルを選択しま
す。

設定 このジョブに関連付ける構成を選択します。

アクション 次のいずれかのオプションを選択します。

• * バックアップ * ：ネットアップのストレージ
テクノロジを使用してバックアップを作成しま
す。

• * CloneLun * ： lun clone コマンドを使用し
て、バックアップを作成し、 1 つ以上の LUN

をクローニングします。

• * cloneVol * ：バックアップを作成し、ボリュー
ムをクローニングします。

• * Clone * ：プラグインベースのクローン処理を
実行します。

• * OSSV * ： Open Systems SnapVault を使用し
てバックアップを実行します。

プライマリバックアップは作成されません。

• * Arch* ：アーカイブログ管理のみを実行しま
す。

バックアップは作成されません。

• * カスタム * ：プラグインで定義されたクロー
ニング処理を実行します。

ポリシー このジョブに関連付けるポリシーを選択します。

頻度 このジョブの頻度を選択します。選択内容に応じ
て、スケジュールされたジョブを実行するための適
切な時間フィールドを選択する必要があります。

[+]
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3. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

◦ 関連情報 *

ポリシースケジュールを作成します

保持ポリシーを作成します

（構成ファイルに含まれる）ローカル保持ポリシーの代わりにポリシーオブジェクトを
使用する場合は、保持ポリシーを作成できます。

保持ポリシーを作成する際に、バックアップタイプとポリシースケジュールを作成することができます。

Snap Creator のポリシーを定義するガイドライン

Snap Creator のポリシーは、ユーザ定義の Snapshot コピーを保持することです。この
ポリシーは、プライマリストレージ上の Snapshot コピー、およびセカンダリストレー
ジ上の SnapVault コピーと SnapMirror コピーに適用されます。ポリシーを使用して、保
持する Snapshot コピーの数および Snapshot コピーの保持期間を定義できます。

少なくとも 1 つのポリシーを * Snapshot Retention Count * フィールドに定義する必要がありま
す。SnapVault の場合は、同じポリシーを異なる SnapVault 保持期間に関連付けることができます。たとえ
ば、日単位の Snapshot コピーを作成してプライマリストレージに 7 日間保持し、セカンダリストレージに 1

カ月間保持するには、次のポリシーオプションと設定を使用する必要があります。

• * Snapshot 保持数 * ：毎日： 7

• * SnapVault 保持数 * ：毎日： 28

Snapshot コピー削除後の最小日数を指定することもできます。上記の例に基づいて、次のオプションおよび
設定を使用する必要があります。

• * Snapshot の保持期間 * ： 7.

• * SnapVault 保持期間 * ： 28

構成ファイルで次のパラメータを設定して、経過時間に応じて Snapshot コピーの削除を指定することもでき
ます。

NTAP_SNAPSHOT_DELETE_by_age _ ONLY = primary | secondary | both

このパラメータは、 Snap Creator の GUI からは使用できません。Snapshot コピーのセットア
ップに使用する構成ファイルのパラメータの詳細については、関連資料を参照してください。

Snap Creator では、一度に 1 つのポリシーのみを実行できます。最大期間は、環境がすべてのポリシーに適
用するグローバルパラメータです。さらに、ポリシーを毎週設定するには、まず定義します。次に、 Snap

Creator で cron またはタスクマネージャを使用し、 Snap Creator で週に 1 回呼び出します。このとき、
Snap Creator の変数 %snap_type を weekly に設定します。

• 関連情報 *
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Snapshot コピーのセットアップ用パラメータ

バックアップタイプを作成しています

必要に応じて、 Snap Creator の GUI を使用してバックアップタイプを作成し、ポリシ
ーの目的を特定することもできます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューで、 * Policy * > * Backup Type * を選択します。

2. [ バックアップタイプ *] タブで、 [ * 追加 ] をクリックします。

3. 新しいバックアップ・タイプ名を入力し、 * OK * をクリックします。

新しいバックアップタイプは、「 * バックアップタイプ * 」の下に表示されます。

ポリシースケジュールを作成します

必要に応じて、 Snap Creator の GUI を使用してポリシースケジュールを作成すること
もできます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Schedules * を選択します。

2. [ ポリシースケジュール *] タブで、 [*Create] をクリックします。

3. スケジュール名を入力してアクションと頻度を選択し、 * 保存 * をクリックします。

選択した頻度に応じて、スケジュールされたジョブを実行するための適切な時間フィールドを選択する必
要があります。

ポリシーを作成する

Snap Creator の GUI を使用して新しい保持ポリシーを作成すると、保持数が異なる複数
の Snapshot ポリシーを設定できます。

Snap Creator ポリシーを定義する際のガイドラインを理解しておく必要があります。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Management * を選択します。
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2. [* Policy Manager* ] タブで、 [* 作成 ] をクリックします。

3. 詳細を入力し、 * 保存 * をクリックします。

フィールド 説明

ポリシー名 ポリシーの名前を指定します。

バックアップタイプ （オプション）バックアップタイプを選択します。

ポリシータイプ ポリシータイプを選択します。

• * ローカル *

プライマリストレージ上で Snapshot コピーを
作成します。SnapMirror 関係または SnapVault

関係がない場合は、このタイプを選択してくだ
さい。

• SnapVault

プライマリストレージに Snapshot コピーを作
成し、 SnapVault 更新を実行します。構成内の
すべてのボリュームで SnapVault 更新を有効に
する必要があります。

• SnapMirror

プライマリストレージに Snapshot コピーを作
成し、 SnapMirror 更新を実行します。構成内
のすべてのボリュームで SnapMirror 更新を有
効にする必要があります。
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フィールド 説明

ポリシースケジュール （オプション）使用するポリシースケジュールを選
択します。ポリシースケジュールを指定しない場
合、これらの処理は自動的には実行されません。

Snapshot の保持数 バックアップの保持数を入力します。

Snapshot の保持期間 バックアップを削除するために保持しておく必要の
ある最小期間を入力します。

SnapVault 保持数 ポリシータイプとして SnapVault を選択した場合
は、 SnapVault の保持数を入力します。

SnapVault の保持期間 ポリシータイプとして SnapVault を選択した場合
は、 SnapVault の保持期間を入力します。

パラメータの追加 / 上書き ポリシーでは特定のパラメータを上書きできます。
必要に応じて、このチェックボックスをオンにし
て、オーバーライドするパラメータを追加します。

ポリシーを割り当てます

Snap Creator の GUI を使用して、構成ファイルに保持ポリシーを割り当てることができ
ます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Policy * > * Policy Assignments * を選択します。

2. プロファイルペインからプロファイルを選択します。

3. 右側のペインで適切なチェックボックスをオンにして、プロファイルに割り当てるポリシーを選択し、 ［
* 保存 * ］ をクリックします。

構成ファイルがすでにプロファイルに存在する場合は、割り当てられたポリシーが構成ファイルの設定を
上書きすることを通知するメッセージが表示されます。

4. [ はい ] をクリックして、ポリシーを割り当てます。

クローンを作成します

ボリュームまたは LUN をクローニングする方法は、新しいバックアップからも既存のバ
ックアップからも 2 つあります。

• 新しいバックアップからクローンを作成するには、まず Snapshot を作成し、その Snapshot コピーをク
ローニングして、そのクローンをマウントします。

• 既存のバックアップからクローンを作成するには、既存の Snapshot コピーをクローニングして、そのク
ローンをマウントします。
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新しいバックアップからクローンを作成する

新しい Snapshot コピーからボリュームまたは LUN をクローニングできます。

• Snap Creator サーバがストレージシステムと通信している必要があります。

• クローニング処理を実行するには、適切な権限で Snap Creator にログインする必要があります。

このクローニング処理では、新しい Snapshot コピーをクローニングします。

1. Snap Creator のグラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）のメインメニューから、 * Management *

> * Configurations * を選択します。

2. [* プロファイルと構成 * （ * Profiles and Configuration * ） ] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. [* Clone settings * （クローン設定 * ） ] タブに移動し、設定が正しく設定されていることを確認します。

4. 必要なクローンのタイプに応じて、 * Actions * を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ LUN クローン

◦ ボリュームクローン

5. 追加パラメータ（ Additional Parameters ）ダイアログボックスで適切なポリシーを選択し、 * OK * をク
リックしてクローニングプロセスを開始します。

6. [* Console * （コンソール * ） ] ペインで、クローニングプロセスが正常に完了したことを確認します。

既存のバックアップからクローンを作成する

既存のバックアップからボリュームまたは LUN をソースとしてクローニングできます。

• Snap Creator サーバがストレージシステムと通信している必要があります。
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• クローニング処理を実行するには、適切な権限で Snap Creator にログインする必要があります。

このクローニング処理では、既存の Snapshot コピーをマウントし、既存のバックアップをクローニングしま
す。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. * アクション * > * マウント * を選択します。

4. 追加パラメータダイアログボックスで、マウントするバックアップを含むコントローラ、ボリューム、お
よびポリシーを選択し、マウント（クローニング）する Snapshot コピーを選択してから、 * OK * をクリ
ックしてクローニングプロセスを開始します。

選択した Snapshot コピー名を記録します。バックアップをアンマウントするときは、同じ
Snapshot コピー名を選択する必要があります。

5. [* Console * （コンソール * ） ] ペインで、クローニングプロセスが正常に完了したことを確認します。

リストア処理を実行しています

Snap Creator の GUI を使用して、ボリュームリストア、単一ファイルのリストア、アプ
リケーションで定義したリストアの各処理を実行できます。

SnapDrive for Windows を使用する場合は、 SnapDrive を使用してリストア処理を実行する必要があります。
この処理は Snap Creator の外部で実行する必要があります。

ボリュームリストアを実行しています

Snap Creator の GUI を使用してボリュームリストアを実行できます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* 構成 ] タブの [ プロファイルと構成 *] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. [ * アクション * > * 復元 * （ Action * > * Restore * ） ] を選択

リストアウィザードが右側のペインに表示されます。

4. リストアウィザードの各ページを設定し、リストアを実行します。

a. リストアの詳細 * ページで、コントローラ / SVM 名、リストアボリューム名、ポリシー、リストア
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Snapshot コピー名を選択し、 * リストアタイプ * ドロップダウンリストから * ボリュームリストア *

を選択します。

b. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

リストア対象のアイテムがほかにもあるかどうかを確認する警告メッセージが表示されます。

5. [ いいえ ] をクリックし、 [ リストアの確認 ] ページで [OK] をクリックします。

6. [*Console] ペインで、メッセージを表示してリストアが正常に完了したことを確認します。

単一ファイルのリストア処理を実行しています

Snap Creator の GUI を使用して、単一ファイルのリストア処理を実行できます。

1. Snap Creator の GUI のメインメニューで、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [ プロファイルと構成 ] ペインの [ 構成 ] タブで、構成ファイルを選択します。

3. [ * アクション * > * 復元 * （ Action * > * Restore * ） ] を選択

右側のペインにリストアウィザードが開きます。

4. リストアウィザードを完了します。
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a. 「リストアの詳細」セクションで、コントローラまたは SVM 名、リストアボリューム名、ポリシ
ー、リストア Snapshot コピー名を選択し、リストアタイプのリストから「 * Single File Restore * 」
を選択します。

b. リストアするファイルを選択します。

c. ファイルのリストア先の場所を選択します。

d. 概要を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

リストア対象のアイテムがほかにもあるかどうかを確認する警告メッセージが表示されます。

5. リストアするアイテムがこれ以上ない場合は、 [ いいえ ] をクリックし、 [ リストアの確認 ] ページで
[OK] をクリックします。

6. コンソールペインで、表示されたメッセージを確認して、選択したファイルが正常に復元されたことを確
認します。

アプリケーションで定義したリストア処理を実行しています

VMware 、 KVM 、 Xen のプラグインを使用している場合、 Snap Creator の GUI を使
用してアプリケーションで定義したリストア処理を実行できます。

特定の VMware 環境では、リストア処理に時間がかかることがあります。このような場合は、 Snap Creator

の CLI を使用するか、バックアップ用とリストア用の 2 つのエージェントをセットアップします。
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GUI を使用した VMware のリストア処理は、 Snap Creator エージェントの場合にのみサポー
トされます。

1. Snap Creator の GUI メインメニューから、 * Management * > * Configurations * を選択します。

2. [* 構成 *] タブの [ プロファイルと構成 ] ペインで、構成ファイルを選択します。

3. [ * アクション * > * 復元 * （ Action * > * Restore * ） ] を選択

右側のペインに [ アプリケーション定義の復元 ] ダイアログボックスが表示されます。

4. リストアの詳細を入力し、「 * OK * 」をクリックします。
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